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 ２０２４年７月１４日 

～ 鎌倉市テニス協会２０２４年度 第２回理事会 議事録   （記：舩倉） ～ 

 

日 時：２０２４年７月１４日（日） １７時 ～1８時２０分 

場 所：鎌倉武道館 会議室 

出席者：関本会長、川田副会長・安福理事長、岡崎副理事長、 

米山・関・富永・太平・土井・小田切・舩倉 各理事 

伊藤監事                                      12 名 

 

会長挨拶：関本 会長 

実施した行事（親子テニス教室、市クラブ対抗戦等）を見させてもらったが、大い

に盛り上がり、応援者も含む参加者に喜んでいただけて良かった。 

一方、テニス競技の活性化の観点からは、中外製薬の退会、西鎌倉テニスクラブ退

会の見通しで会員数が減る。 

各クラブでは入会者は増えても退会者も一定数あり、中々純増に繋がらない。普段、

活動していない人にプレーする機会、楽しむ機会を増やして、対策としたいと考え

ている。 

 

議題１．報告事項 

１）競技委員会                        （安福委員長） 

   ① ２０２４年度行事の状況 

  ・資料に基づき３月以降の行事について報告した。 

   ・１２月に予定されている鎌倉市選手権について懸念事項の報告あり。 

      使用予定の三菱電機コートについて、会社と交渉中であるが、これまで通りに 

      使用でき可能性がある。引き続き交渉するが、予算を考慮すると、 

今年は笛田コートを使い、各種目 1dayで実施することも検討している。 

      来年以降は、笛田コードで 11 月実施（12 月予備）も検討する。 

   

２）実業団委員会                       （岡崎委員長） 

  ① ２０２３年度行事の状況 

・資料に基づき３月以降の行事について報告した。 

・実業団大会では、三菱電機関連会社の参加が多いことから、これまで通り、三菱電 

機コートは使用できる見込みである。 

     

  ３）普及・指導委員会                     （大平委員長） 

    ① 「鎌倉市 親子テニス教室」報告 

 ・資料に基づき行事実施を報告した。 

 ・計画通り３月 1６日に鎌倉市 親子テニス教室を実施した。 

 ・参加者は 112 名で、多くの人に楽しんでもらえた。 

 ・収支は-26,7193 円であり３期連続の赤字となった。 

  検討の結果、収入を増やし費用構造を改善する必要があると判断し、参加費 UPの 
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  提案があった。 

  →理事会出席者の賛成を得た。金額については検討し次回に報告する予定である。 

     （1800 円予定に対し、集金の観点・行事価値の観点から 2000 円でよいのでは 

      とのコメントあり） 

 ・コート数を増やせば参加者数を増やせる可能性があるため、三菱電機コートでの実施 

  を検討中である。上記２）①にあったコート事情については、スポーツ協会からの 

  依頼であれば「地域貢献」という名目で調整できる可能性はある。 

   

４） 総務委員会        （富永副委員長） 

① 加盟団体会費入金状況  

・資料に基づき加盟団体会費入金状況を報告した。 

・加盟団体が１つ減り（中外製薬）、収入が減った。               

② ２０２４年度中間決算報告  

・資料に基づき２０２４年度中間決算を報告した。 

・市内クラブ対抗戦についてはボール代高騰、スタッフ昼食費を認めたため（本来

そうあるべき）、昨年と比べて繰入金が減った。 

 

５）その他                          （安福理事長） 

① ２０２４年度 鎌倉市スポーツ協会表彰  

・資料に基づき鎌倉市スポーツ協会表彰者を報告した。 

 

議題２．審議事項 

１） 鎌倉市民大会のランク追加について            （米山理事） 

 ・資料に基づき鎌倉市民大会に関する提案の説明があった。 

 ・一般 Bクラスは、参加者の裾野を広げることを狙い、呼称「初中級」とする。 

 ・全種目、予選リーグ→決勝トーナメントの形式を採用する。 

 ・参加申込用紙でメールアドレスを取得し、希望者に 1 年間、協会イベントの案内 

  を送付する。個人情報管理を要するため、運用は協会が実施する。 

 ・参加申込用紙の金額表示にある「成人種目」は「一般および年齢別」とする。」 

 

２） 鎌倉市のテニス活性化に向けた活動状況    （安福理事長） 

・資料に基づき鎌倉市のテニス活性化に向けた活動状況を報告した。 

・プレーする機会の拡大として大会参加者数増、教室新設等を検討している。 

・移転さが決まった「西鎌倉テニスクラブ」の会員について、協会としての受け皿を検

討してはどうか。 

→その後の調査で、移転先が見つからず、９月７日をもって閉鎖するとのこと。会

員の受け皿として協会として関与する予定。 

 

＜以上＞ 


